




























































































































































































Engaged Buddhism とは、ベトナムの僧侶、ティク・ナット・ハン（Thich Nath Hanh）が最初に用いた言葉であり、
またベトナム戦争という状況下に発せられた言葉であった。このときハンは、反戦の意志を焼身自殺（焼身供養）











さて Engaged Buddhism は、1980 年代以降、とくに欧米の仏教学研究者や仏教徒たちによって評価された。
1990 年にはアメリカ宗教学会で Engaged Buddhism を主要テーマとした学会が開催された。その報告書には、各







日本において Engaged Buddhism は「社会参加仏教」「社会をつくる仏教」「社会行動仏教」等の名称で呼ばれ、
いわゆる社会貢献活動との関連で論じられることが多い。









































































４）朝日新聞（2009 年 10 月 4 日付）、オピニオン耕論「宗教法人の優遇措置は必要か」を参照。
５）読売新聞（2008 年 5 月 29 日付）、「年間連続調査　日本人」を参照。
６）毎日新聞（2010 年 7 月 17 日付）、ニュース争論「葬式はどうあるべきか」を参照。
７）朝日新聞（2011 年 10 月 6 日付）、論争「お布施の定価表示」を参照。
８）以下、ランジャナ・ムコパディヤーヤ『日本の社会参加仏教―法音寺と立正佼成会の社会活動と社会倫理』（東
信堂、2005 年）を参照。
９）たとえば、天台宗は「社会貢献活動とは」というリーフレットにこの別表を掲載し、各寺院に配布している。
10）上田紀行『がんばれ仏教！　お寺ルネサンスの時代』（NHK ブックス、2004 年）、臨床仏教研究所編『社会貢
献する仏教者たち』（白馬社、2012 年）を参照。
11）複数回答可の質問である。
12）「『宗教教団の社会貢献活動に関する調査』報告書」（庭野平和財団、2009 年）を参照。
七
